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1　は　じ　め　に

会津地方は，福島県において銘柄米であるササニシキを

中心とした多収地帯である。しかし，近年は豊作年次が続

いているものの単収の伸びは低迷しているのが現状である。

そこで，青森県を中心として省力，効率的な稲作栽培技術

として行われてきた深層追肥が，ササニシキのような耐倒

伏性の弱い品種では，どのような方法により収量は安定か

つ多収となるか，栽培法との組み合せで検討した結果にっ

て報告する。

2　試　験　方　法

くり試験年次：昭和58－61年，ほ）供試品種：ササニシ

キ，仰苗の種類：稚苗及び中苗，（4）移植期：　5月16－

21日，15）載積密度：30×14－16cm，機械梅，（6）深層追肥

の時期：穂首分化期及び幼穂形成期，川肥料の種類：

尿素及びペースト（N－P205－K2012－12－12％．ペ

ーストは昭和60年），（8）耕転法：ロータリー耕及びプラウ耕

（プラウ排は昭和61年，ロータリー耕より約1印深い平均

19cmの耕深），19）本田施肥量（匂／〃）：基肥，P208

K20－堆肥1．2－1．2－150，（川　深層追肥の方法：

液状で作土層約12C机に全集施肥した。

tlll主な区の構成

表1　主な区の構成

3　試験結果及び考察

表2は，深層追肥と肥料の種類について，深層追肥の時

期別に検討したものであるが，穂首分化期の深層追肥は倒

伏が多く，登熟歩合と千粒重の低下で減収している。肥料

別では，ペースト肥料が尿素に比較してやや増収し，幼穂

形成期の深層追肥区が登熟歩合の向上により収量も高い傾

向となった。表3は，深層追肥と耕転法について，深層追

肥の時期と量により検討したものである。穂首分化期に深

層追肥を行った区は，生育量が過剰となり，梓長がやや伸

び，稜数も多く，倒伏による登熟歩合，千拉垂の低下が著

しい。基肥0＋穂首分化0．6の区は，ややポ当たり粒数が

多いにもかかわらず豊熟歩合があまり下がらなかったプラ

ウ耕で最多収となった。幼穂形成期深層追肥区は．表2と

同様に安定して豊熟歩合や千拉垂が高くなり，収量は標準

区を上回った。これは，図1に示したように，ローター桝

に比較してプラウ排で豊熟歩合が高い傾向にあり，プラウ

排での稲体質が良かったものと考えられる。図2は．昭和

58年から昭和61年の各区での収量を図示したものである。

昭和58は，短草多けつで垂色が濃く，成熟期までに倒伏が

多くみられた年次であり，昭和59年は葉色の退色が早く，

昭和60－61年は登熟期が多照となり，4か年は特徴的な年

次となった。この中で，深層追肥を行った区は，昭和58－

区　　　　　　　 名
基 肥 N 量

（辱／〃）
追　　 肥　　 時　　 期

追 肥 N 屋

（辱／〝 ）
備　 考

1 穂 首 分 化　 N O．6 0 穂 首 分 化 期 （出穂前 35 日 ） 0．6 尿　 素

2　 穂 首 分 化　 N O．4 0．3 穂 首 分 化 期 （出穂前 35 日 ） 0．4 尿　 素

3　 幼穂形成期　 N O．4 0．3 幼 穂 形 成 期 （出穂前 25 日 ） 0．4 尿　 素

4　 標　　　 準 （分施 ） 0．3 幼穂形成期＋減数分裂期＋穂揃期 0．2 硫　 安

表2　深層追肥と肥料の種類について（昭和60年）

肥 料 の 梯 蝮 区　 名
収　 最

同 左 比
繹 良

（ft ）

概 数

（本 ／〟 ）

一 絶 校 数 ガ 当 た り株 数 電 熱 歩 合 千 校 重 倒　　　 伏

（り ／〃 ） （拉 ） （× 10 7 校 ／ガ ） L l ） （ク ） （指 旺 ×面 積 ）

尿　　　 素
穂 首 深 迫 6 7．2 9 5 7 9．9 4 5 9 8 3．9 3 8 5 8 0．6 2 1．9 14 0

幼 形 深 迫 7 1．2 1 0 0 7 7．8 5 10 7 2．9 3 7 2 8 2．1 2 2．1 8 5

ペ　 ー　 ス ト
秘 首 探 迫 7 0．2 9 9 8 0．8 4 9 3 鮎 ．7 4 2 7 7 6．1 2 1，4 18 0

幼 形 深 迫 7 3．2 10 3 7臥 4 5 0 2 7 5．8 粥 1 8 8．4 2 2，1 1 15

硫　　　 安 慄　　 準 7 0．8 （10 0 ） 7 8．4 4 7 6 7 3．2 34 8 9 0．5 2 2．5 5 0

注．穂首深追肥は．基肥N－0－深追N－0．も及び基肥N－0．卜探遣N－0．4（中座）区の平均，肥料の織掛こついては稚苗と中苗の乎軋
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蓑3　深層追肥と耕転法について（昭和61年）

耕　 伝　 法 区　　　 名
収　 環

同 左 比
梓　 長 桔　 致 一 棟 棺 致 材 当 た り 校 数 な 熟 歩 合 千 校 重 倒　　　 伏

（ り ／〃 ） （m ） （本 ／オ ） （拉 ） （× 10 2 拉 ／ガ ） （1 1 （， ） （程 度 X 面 積 ）

ロ ー タ リー 耕

橡 首 深 追 N O ．6 7 2．9 10 0 8 2 ．5 5 1 0 8 9 ．1 4 5 5 7 6 ．5 2 1．5 9 5

機 首 深 退 N O ．4 7 3．9 10 1 8 2 ．4 5 摘 8 4 ．2 47 8 7 4 ．0 2 1．4 18 5

幼 形 深 迫 N O ．4 7 4．5 10 2 7 8 ．2 5 0 2 7 5 ．2 37 8 8 5 ．8 2 2 ．0 1 5

プ　 ラ　 ウ　 耕

穂 首 深 迫 N O ．6 7 6 ．2 10 4 8 2 ．7 52 5 9 0 ．9 4 7 5 7 5 ．9 2 1．5 12 0

穂 首 深 退 N O ．4 7 3 ．0 10 0 8 3 ．1 6 2 6 7 9．7 49 8 7 0 ．3 2 1．2 1 6 5

幼 形 深 道 N O ，4 7 5．8 10 4 7 9 ．5 59 0 7 5 ．4 44 4 8 1 ，9 2 2 ．0 8 0

ロ ー タ リー 耕 標　　　 準 7 3 ．0 （10 0 ） 77 ．8 52 6 7 4．8 3 9 二】 8 4 ．6 2 2 ．1 4 5
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図1ガ当たり校数と豊熟歩合
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図2　深層追肥の時期と年次別収量（昭和58～61年）

注．（）内の数字は各年次の分地区収量を100

とした場合の比率を示す。

裏4　深迫と目標ガ当たり粒数のための7月第1
半句の生育量との関係（昭和58－61年）

（昭和58－61年）

探 過 の 時 期

と N も！

〟 当 た り 校

数 の 目 標 硫

7 1】第 1 下 旬 の ／L 百 村

草 丈 × 茎 数 茎　 数 乾 物 亜 革　 型

（ × 1 0 4 托 ／〝 ） （×10 4 C■・本 ／㍍ ） （本 ／扉 ） （ダ／m ■） 小　 故

稔 首 分 化 期
4 ．0 0 1．3 7 4 1 1 5 7 1 1．6

4 ．2 5 1．7 8 5 2 4 7 5 1 5．3

0．も
4 ．5 0 2．1 9 6 3 7 9 3 1 9．0

稔 首 分 化 期
4 ．0 1】 2．1 7 5 5 7 1 0 5 1 3 ．8

4．2 5 2．6 1 6 7 8 1 2 1 1 7 ．7

0 ．4
4．5 0 3，0 5 8 0 0 1 3 6 2 1．7

幼 稔 形 成 期
4 ．0 0 3 ．2 5 8 5 3 2 2 ．7

4 ．2 5 3 ．7 2 1．0 0 3 2 8 ．0

0．4
4 ．5 0 （4 ．1 8 ） （1．15 2 ） （3 3．2 ）

分　　　 施
4 ．0 0 （3 ．0 1 〉 7 7 2 （1 3 1 ） 1 9．9

4 ，2 5 （3 ．1 7 ） 8 l〉4 （1 3 8 ） 2 3 ．7

（ 標 準 ）
4 ．5 0 （3．3 2 ） 9 5 6 （1 4 4 ） 2 7 ．6

注．分施（標準）は全民放が少ない。放値は1次ト】局式より求めた。

革製示教二茎数／草丈

59年が倒伏や生育量不足により減収し，昭和60－61年では

幼穂形成期深層追肥区が増収している。以上のように，各

年次により深層追肥の効果は変動したが，これはササニシ

キの耐倒伏性が弱く，会津地方での生育量が限定されてい

るためと思われ，ポ当たり粒数が4．50×104拉／戒を越え

ると稲形質は悪くなり倒伏し減収するものと考えられる。

そこで，表4には，撼当たり粒数を目標値としてやや過剰

域の4．50×104粒／ガ，最適値4．25×104拉／ガ．これ以

下ではやや不足域の4．00×104粒／戒の3段階を定めて，

穂首分化期と幼穂形成期に深層追肥するための7月第1半

句の生育量を1次回婦式より求めた結果を表示した。これ

より，穂首分化期にN－」）．6（辱／〃）の深層追肥を行う

ためには，茎数で637本／捕，乾物垂93g／ポ以下となり，

基肥はN－0（毎／〃）でよいと思われる。

穂首分化期にN－0．4（毎／〃）の深層追肥を行うには，

茎数で557－800本／ポとなり，基肥ではN－0～0．3

（匂／♂）程度が適当と考えられる。しかし．図2で示し

たように年次により，多けつ型の年次もあり，穂首分化期

の深層追肥は生育量に対する注意が必要である。幼穂形成

期の深層追肥は，多けつの年次があったため茎数で1152本

ポ以内となり，生育量は十分確保する必要があると考えら

れ，基肥は過剰にならない程度（N－0．3ゆ／〃）が良い

ものと思われる。以上のように，ササニシキに対する深層

追肥は，幼稜形成期で安定，多収となったが，穂首分化期

深層追肥は，深層追肥直前までの生育室をどのように調節

するかが問題である。また，穂首分化期深層追肥は有効茎

歩合が高く，基肥N－0（匂／β）で追肥1回の稲作で，

カリの追肥も時期的に合うため省力かつ効率的な栽培体系

の可能性がある。しかし，収量レベルはポ当たり粒数の変

動が大きいはか倒伏等で減収したため，7月第1半句まで

の生育量をどのような年次においても，目標値に調節でき

れば安定するものと考えられる。

4　ま　　と　　め

ササニシキに対する深層追肥の効果を検討し，次のよう

な結果を得た。

＝安定・多収となるのは幼穂形成期の深層追肥であった。

ほ）尿素よりもペースト肥料でやや増収した。

は）プラウ耕などの耕伝法の組み合わせで増収した。
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